
。 広報
〈平成8年3月 No,272 ) 

• • 
d-‘.1 

新入学児名簿(小1) . . . . . . .... 2.3 税 金 - … .................7 同和教育 u.. '治・弘4込山 12

重信町行政改革大綱 ……… 4 保 健 …・ ・ …・・… ・… . . . .8 女性だより ・……....・ "' ii日 ....・ H ・ . . 13

農業(農地の貸借) ....・ H ・-・ :…… 5 rウヱルケア重信」利用案内 … .. 9 お知らせ・かわら版 …. . .. ヲ2… 14 ・ 15

年金・国保 …・… ・…一………… 6 社会教育 ・ …… ・……… 10 ・ 11 戸籍・町民カレンダー ， ・ - …… 16

人の動き 2月 l 日現在世倍数7 ，553(+ 14) 総人口22，1 53(+42) 男 10，622( + 16) 女 11 ，531(+26) 





もう
宮
田
大
樹

填
嶋
俊
生

八
木
克

正
岡
祐
人

中
田
智
大

高
市
達
也

影
野
直

樹

森
野
公
輔

池
田
駿
介

宮
本
成

人

石
田
知
也

加

藤
慎
平

大
西
正
人

阿
蘇
一
平

冨
永
裕
樹

宇
都
宮
義

紀

渡
部
朔
馬

渡
部
真
悟

大
北
泰
裕

岩
松
健
志

安
井
謙
祐

倉
橋
佑
典

篠
原
史
彰

• 3 .:~iιけれ.3;

の
他
の
理
由
で
就
学
猶
予
の
申
請
を

す
る
方
、
二
月
一
日
以
降
に
転
入
し

た
方
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い

方
は
、
重
信
町
教
育
委
員
会
、
教
務

課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
(
九
六
回
l
一

五
O
O

附
)

な
お
、
こ
の
名
簿
は
平
成
八
年
ニ

月
一
日
現
在
で
作
成
し
、
生
年
月
日

の
順
で
記
載
し
て
い
ま
す
。
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引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。

転
入
、
転
出
な
ど
で
、
町
営
水

道
使
用
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
以
前
の

使
用
者
に
料
金
を
請
求
す
る
な
ど
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す

。

水
道
使
用
者
が
変
わ
っ
た
時
は
、

速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
印
鑑
持

参
の
上
、
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

回
収
日三

月
二
十
八
日

当
日
の
午
前
中
に
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

※

た
だ
し
横
河
原
地
区
の
み

前
日
(
二
十
七
日
)
の
午
前

八
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

の
聞
に
出
し
て
下
さ
い

。

回
収
日
当
日
は
出
さ
な
い

で
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
水
道
課

宮
九
六
回
|
ニ
O
O

一
附

「国の教育ローン』のこ、案内

国民金融公庫では、高校、短大、大学、専修学

校等への入学費用や、在学中の授業料などの費用

を融資する 「国の教育ローン」 の申し込みを受け

付けています。低利で手続きも簡単です。

ご融資額
学生・生徒お一人につき

150万円以内

手IJ 率
年3.25% (固定金利)
(平成7年 11 月 10 日現在)

ご返済期間 8年以内

据置期間 主在ぞ学期ピア間叢以宴内4で年元。 金据置可能。

保 言正
側)教育資金融資保証基金
または保証人 (1 名以上)

※海外留学資金も対象となります。

国民金融公庫松山支店

宮 (941)6148

問い合わせ先



ぢιけふ~:.. 4 ・

重
信
町
で
は
、
行
政
改
革

を
進
め
る
た
め
、
事
務
事
業

の
見
直
し
を
始
め
各
種
の

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た

。

ま
た
、
町
内
の
各
界
代
表
十

人
の
方
に
よ
る
重
信
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
ご

提
言
も
い
た
だ
き
な
が
ら

こ
の
ほ
ど
「
重
信
町
行
政
改

革
大
綱
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

皆
様
の
格
別
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

一
基
本
方
針

ω

重
信
町
を
取
り
巻
く
、
厳

し
い
行
財
政
環
境
の
な
か
で
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対

応
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
活

性
化
及
ぴ
住
民
福
祉
の
増
進

を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き

行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す

ヲ
令。

ω

行
政
改
革
の
推
進
に
当
た

つ
て
は
、
「

重
信
町
行
政
改
革

推
進
委
員
会
」

の
提
言
を
尊

重
し
、
行
政
改
革
推
進
本
部

が
議
会
と
連
携
し
つ
つ
全
庁

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
町
民
を
は
じ
め

関
係
方
面
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

ω

こ
の
大
綱
は
、
平
成
八
年

四
月
一
日
か
ら
順
次
実
施
し
、

原
則
と
し
て
三
年
計
画
と
す

る
。
各
項
目
に
つ
い
て
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
動
を
勘

案
し
、
本
行
政
改
革
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
随
時
見
直
し
て

い
く
も
の
と
す
る
。

ニ
行
政
改
革
推
進
の
た
め
の
重

点
事
項

ω

事
務
事
業
の
見
直
し
及
び

事
務
手
続
き
の
簡
素

化
、
効

率
化

・

事
務
事
業
の
整
理
、
合
理

b
v
>

・

事
務
事
業
の
民
間
委
託
の

推
進

・

補
助
金
の
整
理
合
理
化

-

行
政
手
続
制
度
の
適
正
な

運
用
と
許
認
可
手
続
の
検

・

使
用
料
及
び
手
数
料
等
の

見
直
し

・

事
務
改
善
の
推
進

山
時
代
に
即
応
し
た
行
政
組

織
・

機
構
の
見
直
し

・

社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に

即
応
し
た
組
織
・

機
構
の

見
直
し

-

組
織
の
統
廃
合

・

定
員
適
正

化
計
画
の
推
進

ω

効
果
的
な
行
政
運
営
と
職

員
の
能
力
開
発

等
の
推
進

-

人
材
育
成
の
た
め
の
職
員

研
修
の
充
実

・

国
内
及
び
海
外
研
修
へ
の

派
遣

凶
行
政
の
情
報

化
の
推
進
等

に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向

上-

高
度
情
報
通
信
技
術
の
進

展
に
対
応
し
た
行
政
の
情

報
化

-

O
A

化
の
推
進

旧
公
共
施
設
の
管
理
運
営

-

管
理
運
営
面
の
充
実
に
よ

る
施
設
の
有
効
活
用

-

管
理
委
託
の
推
進
に
よ
る

効
果
的
な
施
設
運
営

附
住
民
参
加
の
充
実

・

政
策
形
成
過
程
に
お
け
る

住
民
参
加
の
拡
大

4
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一
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
一

j
J
-一

葦

)
今

b

m引
い
叫
-

室

内

ア
ル
コ
ー

ル
は
昔
か
ら

。

百

ょ
う

o
F

)
1
1

M

争

薬
の
長
。
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

m
w薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

。

骨

肉

た
が
、
近
年
の
ア
ル

コ
ー

ル
消
睡
眠
薬
、
降
圧
剤
、
糖
尿

一

争
費
量
の
増
大
に
伴
い
、
肝
硬
変
病
薬
な
ど
は
、
そ
の
作
用
が

品

問
や
ア
ル

コ
ー

ル
依
存
症
も
増
加
増
強
さ
れ
、
重
篤
な
別
作
用

問

争

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

。

ア
ル
を
引
き
お
こ
す
こ
と
が
あ
り

骨

内
コ
|

ル
と
上
手
に
付
き
合
う
た
ま
す
。

一

争

め
に
、
次
の
よ
う
な
点
を

心
が
則

強
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
う

骨

ぬ
け
ま
し
ょ
う
。

す
め
て
飲
も
う
。

一

ぬ
ア
ル
コ
ー
ル
の

- 強
い
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
は
、

…

時

腕
、
す
い
臓
の
大
敵

。

ま

凶

喝

心
と
体
に
よ
1

時

争

し

た
、
口
腔
ガ
ン
、
食
道
ガ
ン

骨

ゆ

飲
み
方
叩
力
条

の
発
生
が
多
く
な
る
こ
と
も

吟

争
ω
楽
し
く
飲
も
う

。
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

骨

肉
ω
ゆ
っ
く
り
飲
も
う

。
間

肝
臓
な
ど
の
定
期
検
査
を
受

凶

争

ア
ル
コ
ー

ル
の
分
解
速
度

け
よ
う
。

骨

肉

は
個
人
差
が
大
き
い
の
で
マ
年
に

一
回
は
肝
機
能
検
査

凶

争

イ

ペ
ー

ス
で
ゆ
っ
く
り
と

。

を
。
こ
の
検
査
は
老
人
保
健

骨

肉
ω
食
べ
な
が
ら
飲
も
う

。
法
に
基
づ
き
市
町
村
が

実
施

時

争

食
べ
な
が
ら
飲
む
こ
と
は
す
る
基
本
健
康
診
査
の
中
に

骨

肉

胃
壁
の
保
護
か
ら
も
、
栄
養
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

。

凶

争

バ
ラ
ン
ス
の
点
か
ら
も
大
切

。

川

「
丈
夫
で
長
持
ち
」
を
心
掛

骨

内
凶
自
分
の
適
量
に
と
ど
め
よ
う
。

け
て
楽
し
も
う
。

日

華

多
く
て
も
日
本
酒
な
ら

l
t

h

汽
げ

晶

悶

1
2

合
、
ビ
l

ル
な
ら
大
瓶
で

宮
城
幽
吻

凶

争

1
1
2
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら

慣
と
踊
幽
霊
町

内

ダ
ブ
ル
1
1
2

杯
以
内
に

。

1
6捨
説
4

凶

苧
ω
週
に
2
3
0

休
肝
目
。。

冨
謡
選
一

品

内
側
人
に
酒
の
無
理
強
い
は
や
め

e
J

白
可

一

F99+++++9++++98+++++9A4+++889L 



bEPι4ずれふ:5 

農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
事
業
っ
て
?

こ
の
事
業
は
、
作
れ
な
い
農
地

を
担
い
手
農
家
に
貸
し
て
、
農
地

の
有
効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

五
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

(
平
成
五
年
八
月
二
日

「
農
用

地
利
用
増
進
事
業
」

か
ら

「

農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
」

に
名

称
変
更
)

安
易
な

口
約
束
に
よ
る
農
地
の

貸
借
は
、
ト

ラ
ブ
ル
の
も
と
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
利
用
す

れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で
賃
借
権

等
を
設
定
で
き
、
約
束
の
期
限
が

く
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を
支
払
う

こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て
も
ら
え

ま
す

。
詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
事
業
の
利
用
促
進
の
た
め

に
、
各
地
区
に
農
地
流
動

化
推
進

員
が
い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

農
地
の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

一
、
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の

農
地

ニ
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権

i也 区 氏 名 電話番号

山之内
山内 英彦 964-7887 

杉原 孝 964-5222 

磯金 勝人 964-6678 

tﾆi 口 問中 英世 964-6657 

藤田 {宣-t:，、 964-3531 

志津 川
清水 MJ弘 964-6471 

宮倉 和良 964-6481 

西 |司
大西 喜良 964-0661 
和田 豊重 964-6989 

見奈良
相原 弘茂 964-0708 

吉良 H~幸 964-3731 

l王l 窪
品須賀 〆IX也お、 964-8190 

海稲美智男 964-8773 

八木 里美 964-8665 

牛 i刻
露口 俊孝 964-8653 
品須賀正幸 964-0785 
山口 宗広 964-3839 

南野田
t通口 正憲 964-8498 
j度音日 朝態 964-8594 

池)11 武志 964-9259 

北野田
岡多 正 964-8457 

相原 俊一 964-8391 

4文 秀官 964-3960 

上 中本
菅原 日育4住 964-8403 

山内 光 964-8904 
丹生谷春雄 964-2474 

森 忠能 964-2656 

下 キ本 森 |導 964-5957 
小山 カ 964-1431 

越智 雨f恵: 964-0490 

J二 村
石丸 毎文1it主 964-9861 
門田 オFJKL 964-2685 
渡辺 茂 955-0222({t) 

Jjj壬 It f, 加藤 1:古山、 Eヒ=主語 " 
川 l合 j間 " 

農地流動化推進員

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

市
街
化
区
域
外
に
農
地
を
持
っ

て
い
る
人

四
、
借
り
手
の
資
格
要
件

借
り
た
農
地
を
含
め
て
、
経
営

面
積
が
m
a
以
上
に
な
り
、
且
つ

そ
の
農
地
を
有
効
に

利
用
し
て
耕

作
を
行
、
つ
人

五
、
貸
借
期
間

貸
し
子
借
り
手
双
方
の
話
し
合

い
に
よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す

。

金
銭
以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し
た
額
が
標
準
小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す
。

な
お
、
標
準
小
作
料
に
つ
い
て

は
、
現
在
改
定
作
業
を
行

っ
て
い

ま
す
の
で
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す

。

七
、

公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り

で
す

。
固
定
資
産
税
:
貸
し
手

水
利
費
:

:
・
j
i
-
-

借
り
手

共
済
費
:
:
:

:

:
:
:
借
り
手

八
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
農

地
法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め

簡
便
で
す
。

ω
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

同
契
約
期
間
中
は
、
安

心
し
て

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

九
、
申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月
一
日
と
十
一
月

一
日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ

一
カ
月
前
ま
で
に

申
出
書
を
役
場
産
業
課

に
提
出
し

て
下
さ
い
。

申
出
用
紙
は
、
産
業
課
に
あ
り

ま
す

。

宮
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
四
三
四
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あ
き
ら
め
な
い
で

あ
な
た
の
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
方
が
必
ず
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
て
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
を
す
べ
て
の
人
が
受
け
ら

れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す

。

加
入
期
聞
が
不
足
し
て
い
る
た

め
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
(
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
年
数
)
が
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
任
意
加
入
期
間
が
六
十
五
歳

か
ら
七
十
歳
に
延
び
た
こ
と
に
よ

り
年
金
へ
の
道
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

但
し
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日

以
前
生
ま
れ
の
方
が
対
象
に
な
り

ま
す

。

「

以
前
に
加
入
し
て
い
た
が
現

在
は
加
入
し
て
い
な
い
の
で
、
今

か
ら
加
入
し
て
保
険
料
を
か
け
て

も
期
間
が
足
り
な
い
。
」
「加
入
し

て
い
る
が
未
納
に
し
て
お
り
、
今

後
保
険
料
を
か
け
て
も
年
金
と
し

て
も
ら
え
な
い
の
で
掛
け
捨
て
に

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
町
民
課
国
民
年
金
係

宮
九
六
四
ー

二
O
O

一
問

内
線
二
三
二

な
る
。
L
等
々
、
年
金
を
あ
き
ら
め

て
い
る
貴
方

。

老
後
の
安
定
し
た
生
活
、
万
一

の
病
気
・

ケ
方
等
に
備
え
る
た
め

に
も
、
国
民
年
金
の
加
入
・
保
険

料
納
付
は
必
要
で
す

。

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

人
生
八
十
年
時
代
の
到
来
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
老
後

の
所
得
保
障
と
し
て
国
民
年
金
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の

「

国
民
年
金
」

も
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い

な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

長
い
人
生
の
間
に
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
当
然

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
免
除

さ
れ
る
期
間
は
、
免
除

の
申
し
出

を
し
た
前
月
か
ら
、
そ
の
年
度
の

最
後
の
月
ま
で
の
問
で
社
会
保
険

事
務
所
が
必
要
と
認
め
る
月
ま
で

に
な

っ
て
い
ま
す

。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

。

篤

士
ゆ
寄

附

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

し
げ
の
ぶ

〈
香
典
返
し
〉

青
柳
静
子
(
西
岡
)
亡
夫・幸
一

和
田
久
弘
(
樋
口
)
亡
母
・
千
鶴
子

田
中
ツ
ル
ヨ
(
見
奈
良
)
亡
夫

・

俊
明

越
智
千
代
子
(
下
林
)
亡
夫
・
貞
明

山
内
建
雄
(
牛
測
)
亡
父
・
一
雄

近
藤
栄
宏
(
横
河
原
)
亡
母・
ツ
タ
ヱ

国
民
健
康
保
険
証
の

書
き
替
え
のお知

ら
せ

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
の

保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日

高垣
な
ま
日
め
月
か
年
確
生
か

、
』
し

名
な
氏
ガ、

り

所
誤
う

住
に
よ

⑦

ど
し

と
な

っ

て
い
ま
す

。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末
日

ま
で
に

該
当
す
る
世
帯
ご
と
に
郵

便
に
て
お
送
り
し
ま
す

。

期
限
(
平
成
八
年三
月

三
十

一
日
)

が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
役
場
町
民

課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資

格
喪
失
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
行

っ
て
下
き
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
課
国

保
係
ま
で

。

(宮
九
六
四
ー

二
O
O

一
間
)

②裏面の注意事項をよく読

んでおきましよう。

、き受ジジ、4今1'" ".r_ ...... ・~ Oc: 
、、L:..竺..'"
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③保検証の記号、番号を確

認して、忘れずに記録して
おきましよう。



申
告

と
納
税
は
期
限
内
巴

平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
ま
で
に

申
告
と
納
税
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

申
告
や
納
税
の
手
続
き
等
に
つ

い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
ま
た
は

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

例
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
お

済
ま
せ
下
さ
い
。
平
成
七
年
分
の

確
定
申
告
書
に
は
、
「

特
別
減
税

額
」
欄
が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

特
別
減
税
の
適
用
を
お
忘
れ
な
く
。

申
告
用
紙
は
、
役
場
に
も
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

(
確
定
申
告
の
必
要
な
人
)

①
事
業
を
し

て
い
る
人
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
人
、
土

地
や
建
物
を

掴 7 1ぢ\ιけれよ;

売
っ
た
人
な
ど
で
、
平
成
七
年
中

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控

除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
申
告
期
限
と
閉
じ
三
月

十
五
日
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま

す
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
な
ど
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

。

平
成
七
年
中
に
個
人
か
ら
贈
与

を
受
け
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十

万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
月

一

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告

と
納
税
は
、
四
月
一
日
ま
で
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
松
山
税
務

署
岱
九
四
一
ー

九
三
二
、
税
務

相
談
室

宮
九
四
六
四
五
八
五
へ

町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
平
成

七
年
中
の
所
得
を
平
成
八
年
一
月

一
日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
期
限
は
、
三
月
十
五
日
で
す
。

な
お
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
八
年
度
は
地
方
税
法
の

一
部
改
正
が
行
わ
れ
る
の
で
、

前
年
度
と
同
様
、
縦
覧
期
間
が

一
月
遅
れ
の
四
月
一
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間

四
月
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
(
土
、
日
は
除
く
)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

愛
媛
県
読
書
活
動

研
究
地
区
集
会
開
催

一
月
二
十
三
日
に

「

愛
媛
県
読

書
活
動
研
究
地
区
集
会

」

が
町
民

会
館
大
ホ
l

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。県

下
各
地
か
ら
約
二
百
名
が
集

い
、
地
域
読
書
会
活
動
、
親
子
読

書
、
読
書
会
拡
大
育
成
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

各
会
の
事
例
ま
た
、
研
究
協
議
を

通
し
て
読
書
意
識
も
高
ま
り
、
今

後
町
内
読
書
活
動
に
大
き
な
効
果

を
得
る
事
が
で
き
、
盛
会
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

盟盟盟睡h

Ií~~ 

〈
新
刊
図書
〉

一
般
書

[
雑
学]
O

読
む
ク
ス
リ

M
1

上

前
淳
一
郎
著

[
哲
学]
O

与
え
る

愛
に
生
き
て

|

瀬
戸
内
寂
聴
著

[
歴
史]
O

焼
え
続
け
た
別
世
紀

|
エ
イ
ブ
ラ
ム
・

L

著

[
社
会
科

学
]
O

日
本
経
済
は
生
き
残
れ
る

か
|

竹
中
平
蔵
著

[
自
然
科
学
]

o

二
重
ら
せ
ん
の
私
|

柳
沢
桂
子

著

[
技
術]
O

イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト

|

村
井
純
著

[
産
業]
O

ハ
l

ブ

ー

横
明
美
著

[
芸
術]
O

茶
道
具

の
手
入
れ
l

東
京
美
術
青
年
会
編

[
文
学]
O

日

本
の

「

私
」

か
ら

の
手
紙
|

大
江
健
三
郎

児
童
書

O

本
選
び
術
1

1
5

巻
|
リ
ブ
リ

オ
出
版
O

借
成
社
お
た
の
し
み
ク

ラ
ブ
|

借
成
社
O

ジ
ュ
ニ
ア
文
学

館
|

ポ
プ
ラ
社
O

幼
年
翻
訳
童
話

l

岩
崎
書
店
O

キ
ッ
ズ
パ
ラ
ダ
イ

ス
|

理
論
社

他
多
数
入
っ
て
い
ま
す
。

図
書
寄
贈
の
お
礼

O

越
智
一
裕
さ
ん
O

渡
部
福
男
さ

ん
O

相
原
一
さ
ん
O

同
省
吾
さ
ん

O

渡
部
裕
子
さ
ん
O

高
田
馨
子
さ

ん
O

森
田
栄
子
さ
ん
:

・

以
上
の
方

々
か
ら
図
書
を
寄
贈
下
さ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
九
六
四
1

四
一
七
O

ま
た
は宮

九
六
回
l

二
O
O

一
間

内
線
三
一
一

・

=
二
二

年

-・・・・圃

度
防
健
康
ヂ
エ
ヴ
ワ

健
康
づ
く
り
に
は
三
つ
の
段
階

が
あ
り
ま
す
。

元
気
な
時
か
ら
栄
養

・

運
動
・

休
養
に
気
を
配
り
、
病
気
に
な
る

こ
と
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と

安
二
次
予
防
と
い
い
ま
す
。
が
ん

・

脳
卒
中

・

心
臓
病
・

糖
尿
病
等
の

成
人
病
は
一
次
予
防
が
可
能
な
病

気
で
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
気
を
付
け

て
い
て
も
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か

ら
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
幸
い

多
く
の
成
人
病
は
時
間
を
か
け
て

進
行
し
ま
す
の
で
、
早
い
時
期
に

見
つ
け
て
、
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
種

の
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す

。

こ
れ
を
二
次
予
防
と
い

い
ま
す

。

つ
ぎ
に
、
不
幸
に
し
て
、
脳
卒

中
等
の
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
励
み
、
日
常
生
活
の
自
立
や
社

会
復
帰
を
目

指
す
ヲ
」
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
を
三
次
予
防
と
い
い
ま

す
。「

私
は
若
い
、
元
気
だ
。
」

と
思

っ
て
い
る
時
か
ら
、
一
次
、
二
次

予
防
に

心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。重

信
町
の
死
因
の
第
一
位
は
が

ん
、
第
二
位
は
脳
卒
中
、
第
三
位

は
心
臓
病
と
三
大
成
人
病
が
死
t

総
数
の
六
割
を
占
め
て
い
ま
す

。

ま
た
、
基
本
健
康
診
査
の
結
果

で
は
、
例
年
と
同
じ
よ
う
に
貧
血
、

高
血
圧
が
多
か
っ
た
の
で
す
が

、

最
近
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
つ
な
が

る
高
脂
血
症
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、

今
年
目
立
っ
て
増
え

た
も
の
が
糖
原
病
で
す
。
糖
尿
病

は
健
康
管
理
や
治
療
を
行
わ
ず
に

放
置
す
る
と
若
い
う
ち
か
ら
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ

す
ほ
か
、
腎
臓
病
や
失
明
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
病
気
は
、

規
則
正
し
い
食
生
活
と
運
動
、
適

切
な
治
療
に
よ
っ
て
、
普
通
の
人

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
、
各
種
健
康
診
査
を
行

平成 5年重信町死因別死亡数と
死t総数に対する割合

平成 7年度健康診査受診状況

5 ， 388人

4 ， 015人4 ， 015人4 ， 015人

人
00 

。。

対象者
I 4 ， 015人
OOt 

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
受
診

さ
れ
る
方
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
、
「

元
気
で
長
生
き
」

の

第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
健
診
・
検

診
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
、
っ
か
。

平成 7年度基本健康診査結果

l順位 病名 fjl/i 来J 

l 位 貧 j但
女性のはぽ4人に 1人は
貧血がありました。

5 人に 1 人の割合で高血

2 位 高血圧
圧がありました。貧血と
ほとんど同じ人数の有
病者数でした。

3 位 高11旨血症 最近増加傾向です。

H立 系骨連疾動器忠 腰痛、膝|刻節症等です。

5 位 糖尿病 今年目立って増えました。前立腺がん
検診

結核
検診

礼がん
検診

大腸がん 子宮頚がん
検診 検診

II~! がん

検診
同lがん
検診

基本健康
診査

。。

。。

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
、
心
と
身
体
の
個
別

健
康
相
談

時
間

午
後
二
時
l

四
時

場
所

役
場
保
健
婦
室

料
金

無
料

日
程

三
月
四
日
間
・

十
八
日
間

四
月
二
日

ω
・

十
六
日
ω

※
要
予
約
・

事
前
の
申
し
込
み

が
必
要

対
象

病
気
等
で
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
方

時
間

午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

三
月
四
日
間
・
二
十
二
日
働

四
月
一
日
間・
二
十
六
日
働

日料場
程金所
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いよいよ
4月オープン

ウェルケア重信

平
成
八
年
四
月
開
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
l

ム
は
、
総
合
名

称
を
『

ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信

』
と
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
併

設
施
設
の
個
々
の
名
称
は
次
の
と

お
り
で
す
。ウェルケア重信

特別養護老人ホーム重信

ケアハウス重信

ショートステイ施設重信
デイサービスセンター重 信
重信町在宅介護支援センター

「
ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
」

は
、
五
つ

の
施
設
の
全
体
の
名
前
で
す
。

各
施
設
の
利
用
方
法
等
に
つ
い

て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

3F 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
重
信

O
利
用
で
き
る
人

お
お
む
ね
六

O
歳
以
上
の
方
で
、

独
立
し
て
生
活
す
る

に
は
不
安
が

あ
る
方
。
ま
た
、
ご
夫
婦
だ
け
で

生
活
す
る
に
は
不
安
が
あ
る
方
で
、

家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
方

O
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

生
活
相
談
、
入
浴
、
食
事
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
緊
急
時
の

対
応
、
趣
味
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
生
寸
。

-

居
室
に
は
、
個
人
居
室
(
十
八
部

屋
)
と
、夫
婦
居
室

(
六
部
屋
)
が
あ

り
ま
す
。

-

す

べ
て
の
居
室
に
、
専
用
の
電

話
、
風
呂
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、

エ

ア
コ
ン
(
冷
暖
房
機
)
が
完
備
さ
れ

て
い
ま
す

。

O
費
用

利
用
者
ご
本
人
の
前

年
中

の
所

得
(
年
金
や
思
給
な
ど
の
収
入
額
)

に
応
じ
て
、
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。

O
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
久
万
の
笠

公
O
八
九
二
|

一
一
一
一
0
0
0

特別養護老人ホーム重信ショートステイ施設重信

O
利
用
で
き
る
人

六
十
五
歳
以
上
(六
十
歳
以
上
で
、
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。
)
で
、
身
体
上
ま
た
は
精
神

上
著
し
い
隙
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
方
で
、
在
宅
で
そ
の
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
。
(
ね
た
きり
な
ど
の
方
が
該
当
し
ま
す
が
、
具体
的

に
特
別
養
謎
老
人
ホ
|
ム
に
入
所
す
る
程
度
の
陣
害
の
状

態
に
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
町
で
決
定
し
ま
す

。
)

O
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

入
所
者
の
生
活
の
場
と
し
て
、
必
要
な
常
時
の
介
護
、

食
事
、
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
の
世
話
が
行
わ
れ
ま
す

。

ま
た
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
生
活
向
上
の
た
め
の
指

導
も
行
わ
れ
ま
す

。

O
費
用

利
用
者
ご
本
人
の
前
年
中
の
所

得
(
年
金
や
恩
給
な

ど
の
収
入
綴
)
に
応
じ
て
、
費
用
の

一
部
を
本
人
負
担
金

と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す

。

ま
た
、
同
居
の
家
族
の
方
に
、
課
税
綴
に
応
じ
て
、

費
用
の

一
部
を
扶
養
義
務
者
負
担
金
と
し
て
ご
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す

。

O
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

役
場
福
祉
諜

合
九
六
回
l

二
O
O

一
間

O
利
用
で
き
る
人

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
ね
た
き
り
や
痴

呆
な
ど
に
よ
り
、
ご
自
宅
で
の
お
世
話
が
必
要
な
方

。

O
利
用
で
き
る
と
き

ご
家
族
が
介
護
者
の
病
気
や
け
が
、
冠
婚
葬
祭
、
農

繁
期
の
多
忙
、
介
殻
疲
れ
、
旅
行
な
ど
で

一
時
的
に
介

護
が
で
き
な
い
場
合
。

O
利
周
期
間

一
回
当
た
り
七
日
以
内
、
事
情
に
よ
り
十
四
日
ま
で

期
間
延
長
で
き
ま
す

。

O
送
迎

希
望
に
よ
り
、
車
椅
子
兼
寝
台
車
(
リ
フ
ト
パ
ス
)
に

て
送
迎
し
ま
す
。

O
費

用

一
日
二
千
百

二
十
円

(
国
の
基
準
額
改
定
が
あ
り
ま
す
。

)

重信町在宅介護支援センターデイサービスセンター重信

在
宅
介
護
に
つ
い
て

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
、

休
、
二
十
四
時
間
体
制
で
お
答
え
し
ま
す
。

O
利
用
で
き
る
人

在
宅
介
護
者
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
、
高
齢

者
世
帯
の
方
な
ど
。

O
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

在
宅
で
の
介
護
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

に
、
電
話
相
談
、
面
接
相
談
な
ど
で
総
合
的
に
応
じ
ま

す
。

夜
間
の
相
談
に
も
応
じ
ら
れ
ま
す

。

ま
た
、
介
護

機
総
の
展
示
、
高
齢
者
向
け
の
住
宅
へ
の
増
改
築
の
相

談
も
お
受

け
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
相
談
内
容
に
よ

り
、

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
が
良
い
場
合
は
、

利
用
申
請
手
続
き

の
お
手
伝
い
も
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

相
談
は
無
料
で
す
。

O
業
務
開
始

平
成
八
年
四
月

L

I
E
‘ 

王

叶
吋
釦
川

日
帰
り
の
介
殻
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

。

O
利
用
で
き
る
人

重
信
川
に
住
ん
で
い
る
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の

方
で
、
ね
た
き
り
や
痴
呆
の
た
め
に
お
世
話
の
必
要
な
方。

O
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

-

送
迎

・

リ
ハ
ビ
リ
(
機
能
回
復
訓
練
)

・

入
浴

・

家
族
介
護
者
教
室

-

給
食

・

訪
問
入
浴

・

健
康
チ
ェ
ッ
ク

・

訪
問
給
食
(
配
食
サ
ー
ビ
ス
)

・

生
活
相
談

一
日
六
時
間
程
度
、
月
三
i

四
回
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
家
族
が
送
迎
さ
れ
る
場
合
は
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
ま
す

。

O
費
用

一
回
六
百
円
(
予
定
)

O
問
い
合
わ
せ
先

特
別
養
護
老
人
ホ
|
ム
久
万
の
笠

公
O
八
九
二
|

二
一
ー

一
0
0
0
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結果報告
健康マラソン食会
町民体力づ〈り駅伝食会

2/4 

2月 4 日(日)、晴天のもと、第18回健康マラソ

ン大会、第21田町民体力づくり駅伝大会が行

われました。上位成績は次のとおりです。

分館対抗駅伝

横河原分館

西岡分館

上林分館

八反地分館

見奈良分館

樋口分館

優勝

準優勝

第 3 位

第 4 位

第 5 位

第 6 位

中学生部活動対抗駅伝

陸上部

サッカ一部A

ソフトボール部A

バスケットボール部A

ノ〈レーボール部A

バスケッ トボール部 B

優勝

準優勝

第 3 位

優勝

準優勝

第 3 位

男子

女子

健康マラソン大会
門屋剛史

石原麻衣子

高橋智治

宮崎希望

高須賀靖

宮内伊津子

小学生男子ベス ト タイム賞

小学生女子ベス ト タイム賞

中学生男子ベス ト タイム賞

中学生女子ベス ト タイム賞

一般男子ベス ト タイム賞

一般女子ベス ト タイム賞

「
望
ま
し
い
P
T
A

活
動
は
、

ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か

」
を
テ
ー

マ
に
、
七
年
度
温
泉
郡
・

中
島

町
P
T
A

合
同
研
究
大
会
が
、

一
月
十
九
日
中
島
町
で
聞
か
れ

P
T
A

全
員
四
十
名
が
参
加
し

斗
手
1
u
h
~
。

県
家
庭
教
育
充
実
事
業
企
画

推
進
委
員
白
石
信
一
先
生
が

「

そ
れ
を
言
っ
ち
ゃ
お
し
ま
い

よ
」
と
題
し
講
演
。
「

建
築
と
子

育
て
の
手
抜
き
は
、
必
ず
報
い

が
く
る
・

昔
は
落
ち
こ
ぼ
れ
か

ら
芽
が
出
た
・
ト

ッ
プ
と
ビ
リ

は
よ
く
伸
び
る
」

な
ど
、
長
年

の
教
員
生
活
を
通
し
て
み
た
、

現
在
の
子
ど
も
教
育
の
問
題
点

に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
で
は
、
上
林
小

P
T
A

会
長
菅
能
英
樹
さ
ん
が

「

上
林
小
で
の
P
T
A

活
動
の

現
状
と
問
題
点
」

に
つ
い
て
発

表
さ
れ
、
家
庭
教
育
・
健
全
育
成
・

組
織
運
営
な
ど
に
つ
い
て
熱
心

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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い
た
ず
ら

|
初
め
て
の
登
り
窯
|

民
謡
教
室

新
春
発
表
大
会

重
信
民
謡
協
会
後
援
に
よ
る

「

え
ひ
め
今
井
民
謡
会
新
春
発
表

大
会
」

が
、

一
月
二
十
八
日
、
午

前
九
時
か
ら
町
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
宇
和
島
き
ん
さ
、
秋
田

大
黒
舞
な
ど
、
唄
に
踊
り
に
、

三

味
線
や
尺
八
の
合
奏
に
と
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

去
年
六
月
か
ら
、
町
民
会
館
に

民
謡
教
室
を
開
講
し
、
土
曜
日
の

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
練
習
を
し

て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

宮
九
六
四
ー

O
三
九
O
(
平
岡
)

り
歌
謡
教
室

歌
謡
連
盟
発
表
会

第
十
五
回
重
信
町
歌
謡
連
盟
発

表
会
が
二
月
十
二
日
町
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
代
表
計

四
十
名
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
発
揮

し
ま
し
た
。
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、

人
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
感
じ
さ
せ
る

味
わ
い
深
い
歌
唱
も
あ
り
、
ま
た
、

飛
び
入
り
も
出
る
盛
り
上
が
り
。

大
盛
況
の
う
ち
に
終
幕
し
ま
し
た
。

手
芸
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
折
紙
教
室

文
化
協
会
手
工
芸
部
主
催
の
親

子
ふ
れ
あ
い
折
紙
教
室
が
二
月
十

日
町
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
大
雪
で
し
た
が
、

五
才
児
の
女
の
子
か
ら
小
学
六
年

生
ま
で
の
子
供
達
と
お
母
さ
ん
、

ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
お

雛
様
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
器
用
で
、
お
雛
様
の
セ
ッ
ト

や
内
裏
雛
、
姉
さ
ん
人
形
等
素
晴

ら
し
い
出
来
上
が
り
で
そ
れ
を
色

紙
や
古
紙
に
張
り
、
桃
の
節
句
お

ひ
な
ま
つ
り
を
待
つ
だ
け
と
な
り

ま
し
た
。
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第
七
回
『
人
権
を
悟
る

集
い
』
よ
り
③

人
の
仙
の
痛
み
が
分
か
る

人
間
で
い
た
い

東
温
高
等
学
校
普
通
科
二
年

ニ
{
昌
美
佐

街
で

黒
い
カ
バ
ン
を
片
手
に

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
食
べ
て
い
る

二
人
な
ら
ん
で
歩
き
な
が
ら

悪
口
な
ど
話
し
て
い
る

そ
ん
な
女
子
高
生
が

私
の
前
を
通
っ
て
い
っ
た

私
は
う
つ
む
い
て

車
椅
子
を
一
固
ま
わ
し
て
い
た

意
味
も
な
く

こ
れ
は
、
今
、
第
一
養
護
学
校

に
通
っ
て
い
る
私
の
友
達
、

N
さ

ん
の
詩
で
す
。

彼
女
は
今
、
文
芸
部
に
所
属
し

て
い
て
、
詩
や
短
歌
を
書
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
時
々
文
集
を
送
つ

て
き
て
く
れ
る
の
で
す
が
、

心
な

ご
む
詩
か
ら
、
胸
の
し
め
つ
け
ら

れ
る
よ
う
な
詩
ま
で
内
容
は
様
々

で
す
。

さ
て
、
私
と
彼
女
の
出
会
い
は
、

ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
養
護
学
校
の

文
化
祭
の
時
で
し
た
。

展
示
品
な
ど
を
見
終
っ
て
帰
ろ

う
と
し
た
そ
の
時
、
廊
下
の
向
こ

う

側
か
ら

、

先
生
と
車
椅
子
の
女

の
子
が
近
づ
い
て
き
て
、
文
集
を

手
渡
さ
れ
ま
し
た

。

私
は
そ
の
時
、
「
あ
れ
つ
」

と
思

い
ま
し
た
。
ど
こ
か
で
見
た
こ
と

の
あ
る
女
の
子
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
私
が
ま

だ
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
、
隣

の
ク
ラ
ス
に
交
流
で
来
て
い
た
女

の
子
だ
っ
た
の
で
す

。

私
は
お
も
い
き
っ
て
、
「
も
し
か

し
て
、
N

き
ん
で
す
か
」
と
た
ず

ね
ま
し
た
。
す
る
と

N
さ
ん
は
、

「
は
い

」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
驚
い
た
こ
と
に
、

N
さ

ん
も
私
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し

た
。

そ
れ
か
ら
は
意
気
投
合
し
て
、

今
で
は
時
々
手
紙
の
や
り
と
り
を

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
こ
う
い

っ
た
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
と
交

流
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

昨
年
、
私
達
の
ク
ラ
ス
は
第
一

養
護
学
校
と
交
流
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
で
は
、
養

護
学
校
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に

持
っ

て
い
る
障
害
に
負
け
な
い

で
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
姿

が
私
達
に
は
言
い
表
せ
な
い
感
慨

深
い
も
の
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
、
私
の
今
ま
で
の
生
き
方

を
ふ
り
返
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
。
意
義
あ
る
交
流
と
は
、

一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
お
互

い
に
ふ
れ
あ
い
、
理
解
し
合
う
こ

と

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
交
流
と
は
、
養
護

学
校
の
人
達
に
何
か
し
て
あ
げ
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に

学
び
合
い

、

成
長
し
て
い
く
場

で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す

。

以
前
、
私
は
N
さ
ん
に

「
人
の

目

」

が
気
に
な
る
か
と
い
う
質
問

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
答

は
や
は
り
イ

エ
ス
で
し
た
。

ま
だ
障
害
者
の
こ
と
を
あ
ま
り

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
私
は
、
障

害
者
を
見
る
と
、

「
か
わ
い
そ
う
」

と
か

「
大
変
だ
な
あ
」と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
こ
の

「

か
わ
い
そ
う

」

と
い
う

同
情
の
目
は
、
視
点
を
変

え
て
み
れ
ば

「
差
別
」
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
そ
ら
く
そ
の
時
の
私
は
、
自

分
に
障
害
が
な
い
か
ら
「
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
健
常
者
の
優
越
感

こ
そ
が
、
障
害
者
差
別
の
根
源
に

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
も
っ
と
陣
害
者
の
立
場

を
理
解
し
、
同
じ
社
会
に
生
き
て

い
る
同
じ
人
間
と
し
て
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す

。

障
害
者
差
別

の
な
い
社
会
に
す

る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
健
常
者

の
障
害
者
に
対
す
る
思
い
や
り
の

気
持
ち
と
、
閉
じ
社
会
に
生
き
て

い
る
同
じ
人
間

だ
と
い
う
意
識
だ

と
思
い
ま
す
。
同
情
で
は
差
別
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上

で
、
人
の
心
の
痛
み
が
分
か
る
人

間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す

。

(
紙
面
の
都
合
で
全
文
は
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
)

掘
っ
た
・
運
ん
だ

第
二
展
示
室
は
重
信
汗
物
語

「

か
に
の
爪
・

あ
か
子
の
足
:
・
」

と
続
く
耕
作
農
具
や
田
植
え
前

の
代
掻
き
馬
鍬
と
そ
の
競
い
合

い
の
図
柄
の
展
示
。

上
村
、
源
平
谷
池
の
水
を
通

し
た
「

文
政
十
年
の
木
樋
」
と
そ

の
「
刻
文
拓
本
軸
」

の
初
公
開
。

大
石
を
運
ん
だ
紅
葉
樹
の

「

修
羅
」

の
初
お
目
見
得
。

総
桐
づ
く
り
の

「
お
い
こ

」
。

今
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

「

キ
ン
マ
・
木
馬
」
な
ど
な
ど
、

重
信
町
の
人
々
の
汗
と
知
恵
の

耕
作
と
運
搬
用
具
の
展
示
で
す
。

三
月
二
十
五
日
か
ら
月
末
ま

で
は
特
別
整
理
の
た
め
休
館
い

た
し
ま
す
。



ひ
ま
わ
り
講
座
開
講

婦
人
会
で
は
、
県
の
委
託
で
、

同
和
問
題
女
性

学
習
講
座
(
ひ
ま

わ
り
講
座
)
を
開
設
し
、
学
習
を
進

め
て
き
ま
し
た

。

計
画
を
立
て
る

に
あ
た

っ

て
は
、
町
の
同
和
教
育

指
導
員
の
問
先
生
に
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
学
習
会
に
は
、
町
内

の
小
・
中

学
校
の
先
生
方
に
も
講

師
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

差
別
の
歴
史
に
始
ま
り
、
水

平

社
宣
言
・
オ
1

ル
ロ

マ
ン
ス
事
件

・

同
対
審
答
申
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
を

学
び
、
ま
た
、
新
聞
の
記

事
を
題
材
に
し
て
、
差
別
の
現
実

に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
。

開
講
式
に
は
、
愛
媛
県
同
和
教

育
指
導
主
事
、
友
田

義
一
先
生
を

お
迎
え
し
て
、
「
私
と
同
和
問
題
」

と
い
う
テ

l

マ
で
学
習
し
ま
し

た
。
今
ま
で
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と

。 ιけの.3・J13 

_，、 IX-:t'園、が
な
い
視
点
か
ら
の
お
話
で
、
た

い
へ
ん
わ
か
り
や
す
く
、
た
と
え

ば
、
「

星
影
の
ワ
ル
ツ
」

の
作
詞
者

の
想
い
を
、
初
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

。

こ
の
学
習
会
を
通
し
て
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
同
和
問
題
を

真
剣

に
学
び
続
け
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た

。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

各
女
性
団
体
の
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す

。
(
文
化
部
長

窪
田
美
治
)

Z
5

毒
買
霊
園
悶
担

E

「
万
葉
集
か
らi

可
ポ
配
F
S
副
担
8
4
Z
目
w
a
H

額
田
王
l

女
・
妻
・
宙
と
し
て
」

一
月

二
十
七
日
午
後

一
時
か
ら

す
。

何
百
年
た
っ

て
も
、
人
聞
は

女
性
塾
主
催
の
文
化
講
演
会
が
あ
共
通
し
た
部
分
が
あ
り
、
共
感
し

り
、
約
五
十
名
が
出
席
し
ま
し
た

。

あ
え
る
も

の
だ
と
、
改
め
て
感
心

講
師
の
竹
田

美
喜
先
生
は
ま
ず
し
て
し
ま
い
ま
し
た

。

同
時
に
共

「

教
師
の
第

一
条
件
は
、
声
の
大

感
す
る
為
の
手
段
と
し
て

の
「
言

き
い
こ
と
、
次
に

字
の
大
き
い
こ
葉

」

の
力
を

も
再
認
識
さ
せ
ら

れ

と
、
内
容
は
三
番
目

L

と
、
冗
談
ま
し
た

。

を

言
っ

て
私
達
を
笑
わ
せ
ま
し
た
い
ろ
い
ろ
と
、
大
変
充

実
し
た

が
、
そ
の
言
葉
ど
お

り
、
ダ
イ
ナ
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

ミ

ッ

ク
で
ユ
ー
モ

ラ
ス

な

話
し
ぶ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

り
で
私
達
を
す
ぐ

に
万
葉
の
世
界
(
女
性
塾
生

K

-
K

)

に
ひ
き
こ
み
、

二
時
間
は
あ
っ
と

い
う
聞
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。額

田
王
と
い
う
と
、

二
人
の

天

皇
に
愛
さ
れ
た
歌
人
と
い
う
こ
と

し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実

は
男
性
と
肩
を
並
べ
る
程
教
養
を

身
に
つ
け
た
知
的
な
人
、
し
か
も

戦
乱
の
中
死
ん
だ
娘
に
代
わ
っ
て

孫
を
守
り
育
て
た
強
い
女
性
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
も

、

教
え
ら

れ

ま
し
た
。

時
代
も
身
分
も
超
え
て
、

ひ
と
り
の

人
間
と
し
て
見
る
と
、

何
と
魅
力
的
な
人
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す

。

私
の
周
り
に
も
、
環
境
に

流
き
れ
ず
に
、
自
分

の
考
え
を
持

っ

て
行
動
し
て
い
る
人
が
い
ま

女
性
塾
生H
募
集
H

私
た
ち
が
住
む

重
信
町
の
環

境
・

福
祉
・
文
化
を
共
に
集
い
、

語
り
、
学
び
ま
せ
ん
か

。

今
年
も
新
し
い
仲
間
を
募
っ

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先

役
場
企
画
商
工
課

(
女
性
塾
事
務
局
)

包
九
六
四
ー

ニ
O
O

一
間

内
五
五
二

申
し
込
み
締
切
日

四
月
十
日

フ
レ
ン
ド
シ
ツ
ブ
コ
l
ル

重
信
町
冊
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

全
員
や
役
員
相
互
の
親
睦
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

を
保
つ
た
め
、

「
独居
寡
婦
へ
の
愛
の
一
声
運
動
」

を

実
施
し
て
き
ま
し
た

。

今
年

一
月
か
ら

は
、

こ

の
運
動
を

一
歩
前
進
さ
せ
、
七
十
歳
以
上
の
独

居
寡
婦
会
員
が
希
望
す
る
友
人
か

ら
一
ヵ
月
三
十
回
の
電
話
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た

。

こ

の
サ
ー
ビ

ス
は

「

フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
コ
l

ル
」
と
称
し
、

電
話
を
か
け
て
く
れ
る
方
に
は
、
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
か
ら

電
話
代
と
し
て
月
額
三
百
円
を
差

し
上
げ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す

。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
家
に
こ
も
り

が
ち
な
独
居
寡
婦
の
方
が
「
声
の
交

流
」

で
生
き
が
い
を
み
つ
け
た
り
、

町
の
行
事
や
日
常
生
活
で
起
き
た

こ
と
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
う
な

ど
、
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
調
不
調
等
の
情
報
を
得

た
場
合
は
、
会
員
に
よ
る
介
護
人
派

遣
も
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

こ
う
し
た
サ

ー
ビ

ス
を
通
し
て

会
員
に
よ
る
協
力
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す

。

(
会
長
・

高
須
賀

一
美
)
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狂犬病予防注射

平
成
八
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
、
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。年

一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
主
の
義
務
で
す
。

(注
射
料
二
、

九
O
O
円
程
度
)

期
間
中
に
注
射
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て

下
さ
い
。

畜
犬
登
録
に
つ
い
て
は
、
昨
年

四
月
か
ら
次
の
と
お
り
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
留
意
し
て
下

支
』
い
。

①
一
生
涯
に
一
回
登
録
を
行
う
。

②
生
後
九
十
日
を
経
過
し
た

犬

に
つ
い
て
登
録
を
行
う
。

③
登
録
を
受
け
た
犬
が
死
亡
し

た
と
き
、
ま
た
犬
の
所
在
地
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
役
場
福
祉
課
ま
で
届
け
出
る
。

詳
し
く
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

月 日 場 所 H寺 |官1

4 月 15 日 山之内公民館 9:50-10:00 

( 月 ) /1 岡えん堤 10: 05-10: 15 
/1 荒木谷ノぐス停 10: 20-10: 30 
/1 井口公民館 10: 35-10 : 50 

樋口公民館 11 : 00-11 : 55 

横河原一本松 13:00-13:30 
/1 療養所別 13:40-14:20 

見家良公民館 14: 30-15 : 00 

4 月 16 日 横河原公民館 9:30-10:00 

(火) 志津川公民館 10: 10-11: 00 

八反地公民館 11 : 10-12 : 0。

西岡公民館 13:00-13:30 I 
/1 池之下集会所 13: 40-14: 00 

田窪公民館 14: 10-14 : 50 

4 月 17 日 役場駐車場 9 : 00-9 : 50 

(水) 田窪団地公民館 10: 00-10 : 50 

回窪公民館 11 : 00-11 : 50 

堀池公民館 13 : 00 -13 : 30 

牛測j 公民館 13:40-14:20 

牛消l団地日野歯科前 14: 30-15 : 00 

4 月 1 8 日 矯磨台団地公民館 9:30-10:10 

(木) 新村公民館 10: 20-10 : 40 

北野田 公民館 10: 50-11 : 10 

南野間公民館 11 : 20 -11 : 50 

上村公民館 13:00-13:20 
/1 石丸敏雄宅削 13: 30-13 : 50 

下林西の谷公民館[ 14: 00-14 : 20 
/1 仙幸寺集会所 14: 30-14 : 50 

4 月 19 日 上林湧水公民館 9 : 40-9 : 50 

(金) " 中筋集荷所 10: 00-10: 10 
/1 谷パス{亭 10: 20-10 : 30 
/1 公民館 10: 40-11 : 00 
/1 花山集会所 11 : 10-11 : 20 
/1 一ノ瀬集会所 11 : 30-11 : 40 

下林八幡集会所 13 : 00 -13 : 20 
/1 助兼集会所 13 : 30 -14 : 00 
/1 旧拝志森林組合前 14 : 10-14 : 20 
/1 別府倉庫前 14:30-14:50 

狂犬病予防注射日程表

「女性の権利110醤」
4月 10日制
10時"-' 15時
岱(934)9505

相談料無料

夫婦問暴力等女性の問題なら
何でも結構で主
主{窪 田本弁護士連合会・愛媛弁護士会

Ei孟I~~~~]・

r114番」ヘ
(新践)
NTT愛媛支店

毎週水曜日
午後l時-5時
図書館3階
964-3437 
直接来られでもかまし、ません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじ

め・学校不適応などお気軽にご相
談 ください。

-日時

-場所
・電話

受
付
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

重
信
町
下
林
甲
二
二
一
O
l

一

宮
九
六
四
l

五
八
六
七

申
し
込
み
方

法

受
講
希
望
講
座
名
(
第
一
、
第
二

希
望
、
パ
イ
テ
ク
講
座
に
つ
い

て
は
前
半
、
後
半
の
区
分
)
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
(
期
限
日

必
着
)

受
講
者
の
決
定
と
通
知

-

受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
の

あ
っ
た
方
に
、
後
日
決
定
の
通

知
を
し
ま
す
。
な
お
、
定
数
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

-

一
人
一
講
座
を
原
則
と
し
、
第

一
希
望
講
座
が
定
数
を
超
え
第

二
希
望
講
座
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
、
第
二
希
望
に
振
り
替
え

ま
す
。

種 類 定数 対象

①花づくり講座 40名

②菊づく り 実践講座 40名

③押し花講座 20名 一般

④フラワーデザイン 30名

講座

⑤パイ テク講座 40名 生産者、

指導者等



一
一
月
七
日
、
少
年
式
の
記
念
行

?
事
の

主
と
し
て
、

重
信
中
学
校

イ
二
年
の
生
徒
二
百
九
十
一
名
が
訪

-
7問
奉
仕
活
動
と
清
掃
奉
仕
活
動
を

、
，
行
い
ま
し
た
。

-
フ
老
人
保
健
施
設

「
長
安
L
で
老

ボ
人
と
の
交
流
を
行
っ
た
り
、
ば
つ

が
ぽ
の
家
他
、
町
内
の
福
祉
施
設
で

j
t

生
お
菓
子
箱
を
作
っ
た
り
、
お
箸
を

隼
袋
に
入
れ
た
り
の
作
業
を
お
手
伝

一
2

い
し
ま
し
た

。

一学

ま
た
、
町
民
会
館
周
辺
他
、
町

中
内
八
ヶ
所
の
公
園
の
清
掃
を
行
い

信
ま
し
た
。

重

一
月
二
十
三
日
、
町
民
会
館
で

重
信
町
家
庭
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「
男

の
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
男
性
三
十
四
名
が
参

加
し
、
重
信
町
保
健
栄
養
推
進
協

ゾ

議
会
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、
立
れ

派
に
料
理
を
作
り
上
げ
ま
し
た。

h
u

試
食
と
共
に
お
こ
な
っ
た
反
省
全

せ

で
は
、
「
エ
プ
ロ
ン
を
す
る
の
に
抵

か

抗
が
少
な
く
な

っ
た
。
」
と
か
、「
年

は

に
二

、

三
回
開
催
し
て
ほ
し
い

。

」

釦

と
か

「

か
あ
ち
ゃ
ん
孝
行
が
こ
れ

M
V

で
出
来
る
わ
い
。

-な
ど
と
話
が
禅

ゆ
不

J

I
l
--
l
w
 

み
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

1 15 1"8Qιけれ与

一
月
二
十
四
日
、
町
民
会
館
で

「
老
人
と
子
ど
も
の
楽
し
い
つ
ど

い
L

が
あ
り
、
町
内
の
保
育
園
児

と
お
年
寄
り
約
三
百
人
が
、
歌
や

1

踊
り
で
仲
よ
く
交
流
し
ま
し
た

。

九

お
年
寄
り
の
豊
か
な
経
験
と
技

K

術
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る
と
と
も

い
[
に
、
保
育
所
を
地
域
交
流
の
拠
点

ん
に
し
よ
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

則
閉
会
と
保
育
所
が
実
施
。
今
年
で
二

d
d
回
目
と
な
り
ま
す

。
つ
ど
い
で
は

1
H
保
育
所
の
チ
ビ
っ
子
が
、
地
域
の

劃
U
お
年
寄
り
か
ら
教
わ

っ
た
伊
予
万

同
町
歳
を
一
生
懸
命
に
舞
っ
た
り
、
お

計

年
寄
り
の
ハ
ー

モ

ニ
カ
に
合
わ
せ

・

4

元
気
に
合
唱
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
尺
八
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

で
も
園
児
が
一
緒
に
ス
テ

ー

ジ
に

立
っ
て
歌
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

:長季

山
之
内
区
で
は
、
今
年
も

「
こ

い
の
ぼ
り
歓
迎
ア
l

f

を
作
成

す

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
家
庭
で
不
要

ま

に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
り
ま

じ

し
た
ら
是
非
ご
寄
付
い
た
だ
き
た

マ

く
お
願
い
し
ま
す
。

M
m

ご
寄
付
い
た
だ
け
る
こ
い
の
ぽ

集

り
に
は
お
子
様
の
名
前
を
記
入
し

を

て
下
さ
い
。
健
や
か
な
成
長
を
願

ω
ー

っ
て
大
切
に
上
げ
た
い
と
思
い
ま

ぼ

す
。

め
l
t

山
内
英
彦
君
九
六
四

|
七
八
八
七

じ
8
1

白
戸
実

岱
九
六
四
|
六
O
四
五

-
」

a
A
え

U
ん
Z

つ

あ
な
た
は
朝
型
人
間
で
す
か
?

夜
型
人
間
で
す
か
?

朝
型
と
夜
型
は
、
生
活
習
慣
に

よ

っ

て
作
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

遺
伝
や
胎
内
に
い
た
時
の
記
憶
も

重
要
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
そ
う

で
す

。

(
そ
う
な
る
と
、
夜
型
人
間

の
私
は
母
親
ゆ
ず
り
?
・
・
・
・

・
・
)

「
春
眠
晩
を
覚
え
ず
」
こ
れ
か
ら

は
気
候
も
良
く
寝
心
地
も
良
く
な

り
ま
す
。
(
私
は
季
節
は
あ
ま
り
関

係
な
い
み
た
い
で
す
・
:
)
し
っ
か

り
寝
て
、
朝
す
っ
き
り
目
覚
め
、

気
持
ち
い
い
一
日
を
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
広
報
を
作
る
仕
事

を
し
て
い
る
と
、
ひ
と
月
の
た
つ

の
が
と
て
も
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
締
切
ま
で
に
仕
上

げ
な
け
れ
ば
と
い
う
焦
り
で
紙
面

を
埋
め
て
い
く
だ
け
で
精
一
杯
。

毎
号
、
反
省
す
る
点
は
多
く
、

で
も
そ
れ
が
な
か
な
か
次

号
に
反

映
さ
れ
な
い
の
が
実
状
で
す

。

「

忙
し
さ
」
を

言
い
訳
に
し
な
い

で
、
よ
り
よ
い
紙

面
づ
く
り
に
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
と

思
っ
て
い
ま
す
勺

広報の早期配付にご協力下さい。



同単調野現議議E自由
I 侭) リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館

2ω おとしより健康相談室(要予約) l4:00-16:00 役場保龍婦室

3 (羽

H村

5 幽

6 出

7(日) 当番医 西野内科クリニック 重信町牛測 fi964-2200 

8 明) 町立小学校入学式

9 (刈 重信中学校入学式

不燃物回収日
10(村 ーーーー-ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーー ーーーー ー・・・・・ ・ 骨 . 骨---- -- ---ーーーー，宇 . 骨

重信幼稚園 ・北吉井幼稚園入国式

行政心配ごと相談所 13:00-15:00 役場2階第l会議室
ーーーーー - -- ー，ー ーーー ー ーーーーー司圃- - ・ ・ ー ーーー ーーーー ーー ー ーー ー・・・ ー ーー ー・ . .骨骨 骨骨骨ー ・ ーー・ーー

1H村 乳児健康診査
13:30-14:30 町民会結

(H 7年6月 ・ 9 月 ・ 1 2月生まれの者)

12幽

1 3出

当番医 いのうえ小児科 重信町北野田宮955-0055
14(日) ー ー ーーーーー ー ーーーーーー~----ー ー ーーー ー ーーー ーーーー ー ーー - r一 一一一一一一一一一一

図書交換市 9: 00-16 :00 図書館2階

離礼食学級
15伺) l3: 30-15 :00 町 民会館

(H 7年12月及びH8年1月生まれの者)

16(火) おとしより健康相談室(要予約) 14: 00-16: 00 役場保健婦室

17(71<) 

1 8(村

19幽

20(土)

町民運動会(予定)
21(日) ーー・ーーーー- ー ーーー『平ー胃-- ・ー ー-ー ーーーーーー- - ーー・ーーーーー・ー ーーーーー ー ----ー‘・ ー ー ーーーーーー

当番医 < ，また内科 松山市北梅本町 fi970-0011 

22伺) 健康相談(各地区)24 日附まで

23(刈

24(村

25附
心配ごと相談所 -j~~~~~~~~~州場2陪組合議室
ー - --ー ー ー ・ー ーーーーー ー ー ーーーー， ーー・ ーーーーーー---- - 勧曲 』 岨ーーー ーー『 圃' ・ー ーー ー ーーー ーー ー ー

不燃物回収日

26幽 リハビリ教室 13:30 -15: 30 町民会館

27出

粗大ごみ回収日(横河原地区は27 日にお出し下さい。)
『司ーーーー・ーー色白色ー----帯--・ーーーーーーー ーーー- ー-ーE ー-ーーー『ー帽'ー ーー ー ー・ーーー ーーーーー- - - ー - --ーーー

28(日) 当番医泉内科 川内町南方 fi966-2226 
一一一一一一一 一一一一一一一 | 一一:ööFi~
図書交換市 9:0ト 16:0 図書館2 階

祝日のためごみ収集休み ま すL
29伺) - ーーー・ーー，ー- --・・ーー・・ ーーーー ー ーーーーーー ー ーーーーー『 帽 『ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーー--

当番医西村内科 重信町志津川 fi964ー2461

30W 水道使用料2 ・ 3月分納期限

JZιけめよ:1 1 6

戸
籍
の
窓

二
月
十
固
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

樋志牛 北 見樋北 北 南 住

i掌 野奈 野野野
口川測田良口回国田 所

三西樋近山藤明棄優美 坂 保河田口藤本田資 本 議
秀 日，ï佐t24、 !J.\忠泰正文 武 者
記 吾重生 志弘子義

陽ひ美み絢3伸 i紗 さ葉皇b大t直2青島 出
生

菜 ~d机 1 1香か哉ゃ季~ -1fJ_-1)樹 さ樹5紀 5 !尼

1 1 1 1 1 1 1 1 12 生. . 年
月

7 7 7 5 5 4 2 1 30 日

見 北 上樋牛牛志 北 志樋志牛北志横牛 住
奈 野 津野津津野 i掌 i原可
良田中本口 ì*IJ 挟IJ 川 田 川 口 川| 挟IJ 田 川 法IJ 所

石 i中 菅片日宮二友青森幹 f田村吉石近 f呆
川 原岡野本慶宮近木貞 上野田藤
正尚 照 弘 真芸 忠 英靖秀 克 護

靖典志位亨二吉 )1頃司二之明之士 1専俊 者

美み琴i 尚 i鈴;竜 1桃i充み拓? ん? :L智 ら笑み弘j'理 1j iL t 星奈t葉 目立貯 昌 匠
児 l

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 生
年
月

2 1 30 27 27 27 25 22 21 21 16 16 13 12 10 8 日

志樋田横田下 山 志 北 岡見西牛見回見 住
i掌 I可 之津野 1小" 1小叉 1J才又、

川口 窪原窪 林内 川 閃窪良岡測良窪良 戸万

商高立草年守費子 寺 野 川 回大土岡富山毘量見 金寺 氏塚フ，原 山 田中村手井西井義俊中内内 津川|
元節 新 正一利玲

名ヱ仁修 一子 ヱ 登六光明夫雄治雄穏

90 0 50 74 80 92 92 51 73 69 69 72 74 48 78 1 年，マ合ヨ、

2221 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9E 
亡

-・・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・・ ・・
σコ

8 7 1 30 29 28 28 27 27 26 25 24 24 24 20 17 日

NTT四国電話帳附
リロ
仙
州

n
H
ドF
 

⑤791 -02 重信町大字志津川 972番地 fi (089)964-200 1 (代表)企画商工課編集愛媛県温泉郡重信町発行



広報乙げめぶ 3月号 号外
重信町第一号名誉町民で元重信町長の高須賀治利さん(享年97歳)

が2 月 1 9 日にご逝去され、 2 2 日 に合同葬が行われました。

高
須
賀
さ
ん
は
、
明
治

三
十
三

年
十

一
月

三
日
、

重
信
町
大
字
志

津
川
の
お
生
ま
れ
で
享
年
九
十
七

蔵
。昭

和
二
年

、

愛
媛
県
庁
に
奉
職

さ
れ
、

地
方
課
長
を
始
め
教
育
次

長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、

県
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和

三
十

一
年
九
月

重
信
町
発
足
と
同
時
に
初
代
町
長

に
当
選
以
来

、

連
続
五
期
二
十
年

間
、
町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整

備
、
教
育
・

文
化
の
振
興
及
び
住

民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
卓
越

し

た

見
識
と
明
快
な
決
断
力

・

素
志
貫

徹
の
実
践
力
で
、
地
方
自
治
発
展

に
幾
多
の
輝
か
し
い
業
績
を
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
温
厚
誠
実
で

、

熱
烈
な

郷
土
愛
と
使
命
感
は
県
下
に
偉
大

な
感
化
を
与
え
、
ま
た

、

広
く
町

民
の
信
望
を
得
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
三
月

三
十
日
、

自
治
振
興
の
功
績
に
よ
り
、
第

一

号
名
誉
町
民
に
選
ば
れ
、
ま
た

、

同
年
四
月

二
十
九
日

、

永
年
地
方

自
治
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
で

勲
五
等
監
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た

。

高
須
賀
さ
ん
の
主
な

功
績
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

村
中

学
校
統
合
に
併
せ
て
、
懸

案
で
あ
っ
た
通
学
橋
は
、
水

利
権
の
問
題
が
絡
み
困
難
な

事
業
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三

十
四
年
上
重
信
橋
の
架
橋
を

な
し

遂
げ
、
ま
た
県
道
拝
志

大
橋
の
架
橋
も
実
現
さ
れ

、

重
信
川

で
遮
断
さ
れ
た
永
年

の
住
民
交
流
の
悲
願
を
達
成治利さん高須賀故

す
る
と
と
も
に

、

今
日

の
重

信
町
の
教
育
施
設
の
整
備
充

実
の
拠
点
を
築
か
れ
ま
し
た

。

ω
重
信
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
振
興
に
は
特
に
力

を
注

が
れ
、
昭
和
三
十
七
年
に
国

の
特
別
指
定
を
受
け
、
県
営

の
干
害
恒
久
対
策
事
業
を
実

施
し

、
干
ば
つ
の
解
消
を
図

ら
れ
ま
し
た
。

臼
昭
和
三
十
八
年
に
は

、

合
併

以
来
、
問
題
の

一
つ
で
あ
っ

た
、
現
在
の
役
場
庁
舎
を
建

築
さ
れ
ま
し
た
。

同
伊
予
鉄
横
河
原
線
の
平
井
駅

以
東
の
廃
止
計
画
に
対
し

て

は
、
町
民
の
総
力
を
結
集
し

、

精
力
的

に
努
力

さ
れ
、
昭
和

四
十
二
年
、
重
信
町
の
発
展

の
要
因
と
な
っ
た
横
河
原
線

全
線
電
化
が
実
現
し
ま
し
た

。

同
愛
媛
大
学
医
学
部
の
誘
致
に

は
、
連
日

不
眠
不
休
の
用
地

交
渉
を
重
ね
、
自
ら
の
土

地

を

代
替
地
と

し

て
提
供
す
る

な
ど
大
変
な

ご
尽
力
を
さ
れ

、

重
信
町
の
保
健
衛
生
に
多
大

な
恩
恵
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。

的
簡
易
水
道
の
普
及
、
都
市
下

水
路
の
新
設
等

、

生
活
環
境

の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
ら

れ
ま
し

た
。

弔辞を述べる和田町長

合
同
葬
で
最
後
の
お
別
れ

町
で
は

、

高
須
賀
さ
ん
の
こ
逝

去
に
伴
い
、
生
前
の
ご
尽
力
と
ご

功
績
に
対
し
、
町
議
会
並
び
に
関

係
者
と
協
議
し
、
和
田

町
長
を
葬

儀
委
員
長
と
す
る
合
同
葬
を
も

っ

て
、
最
後
の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

合
同
葬
は

、

二
月

二
十
二
日

午

後
一
時
よ
り
町
民
会
館
で
行
わ
れ

町
内
外
か
ら
千
人
を
超
え
る
方
々

が
参
列
し
ま
し
た

。

明
治
・

大
正
・

昭
和

・

平
成
と

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
か
れ
、
人

生
一の
大
半
を
重
信

町
発
展
の
た
め

に
捧
げ
ら
れ
た
こ

と
に
対

し
、

改

め
て
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

在
り
し
日

の
お
姿
を
偲
び
な
が
ら
、

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た

。

改
め
て
心
よ

り

ご
冥
福
を
お
祈

り
し

ま

す
。
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